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昨
年
の
三
月
十
一
日
か
ら
既
に
一
年
が
経
過
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

特
に
東
北
地
域
の
和
敬
会
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な

ご
苦
労
を
経
験
な
さ
っ
た
こ
と
と
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
格
的
な
復
旧
・
復
興
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
印
象
も
受
け
ま
す
が
、
何
卒
新
し
い
地
域
づ
く

り
、
国
づ
く
り
に
向
け
て
あ
い
手
を
た
ず
さ
え
て

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

お
蔭
さ
ま
で
、
震
災
直
後
の
計
画
停
電
実
施
時

の
状
態
は
と
う
に
脱
し
、
本
学
の
教
育
活
動
は
、

す
っ
か
り
通
常
の
状
態
に
戻
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
物
の
被
害
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
て
に
わ
た
っ

て
、
ご
く
軽
微
な
も
の
に
止
ま
り
、
特
に
お
知
ら

せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

さ
て
、
少
し
新
し
い
動
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
つ
は
、
大
船
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
し
い
学
術
研
究
棟
を
建
設
す
る
運
び
と
な

り
、
工
事
も
順
調
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

夏
に
は
、
六
階
建
て
の
独
立
研
究
棟
が
東
山
の
北

壁
部
分
に
建
ち
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
先

生
方
の
研
究
環
境
を
初
め
、
大
船
キ
ャ
ン
パ
ス
完

成
時
の
平
成
十
五
年
か
ら
約
八
年
が
経
過
し
、
大

学
院
、
学
部
・
学
科
の
増
設
な
ど
も
あ
り
、
や
や

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
事
務
局
の
活
動
に
も
余

裕
が
出
て
来
る
は
ず
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を

配
信
す
る
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・
キ
ャ
ス
ト
と
協
力

し
て
、
本
学
の
教
授
陣
が
提
供
す
る
授
業
を
、
同

社
が
先
生
方
の
監
修
の
下
にW

EB

コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
制
作
し
、「J-CA

ST

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

（http://www.j-cast.com/

）」
を
通
じ
て
定
期

的
に
配
信
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
行
う
目
的
は
、
広
く
社
会
に
本
学
の
教
育
研
究

資
源
を
還
元
し
、
併
せ
て
本
学
並
び
に
教
員
各
位

の
活
動
や
タ
レ
ン
ト
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

　

新
聞
・
テ
レ
ビ
に
代
わ
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
成

長
す
る
可
能
性
を
も
つ
情
報
配
信
媒
体
を
活
用
し

た
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
す
。
そ
れ
も
こ
れ
も
本

学
の
発
展
の
証
と
お
受
け
止
め
頂
け
れ
ば
、
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

　

和
敬
会
会
員
の
み
な
さ
ま
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
様
々
な
、
心
を
痛
め
る
で
き
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
平
穏
で
実
り
あ
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

R
espect�

う
や
ま
う
　
　
　
　

　
　R

esponsibility�

責
任
を
も
つ
　
　
　

　
　R

elationships�

か
か
わ
る
　
　
　
　

　
　R

esilience�

立
ち
直
る　
　
　
　

　

こ
の
「
４
つ
の
Ｒ
」
は
人
と
か
か
わ
り
、
人
が

成
長
し
て
い
く
と
き
に
大
切
に
し
た
い
心
の
持
ち

方
や
行
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に　

Resilience　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は

「
弾
力
性
・
困
難
な
状
況
か
ら
立
ち
直
る
力
」
で

あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
い
・
姿
勢
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
働
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

充
実
し
た
人
生
を
送
り
た
い　

し
か
し
、
ど
ん

な
事
で
も
全
て
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
…
…

そ
の
時
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
取
り
戻
す
努
力

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
立
ち
直
る
力
」
が
働
き
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
覆
い
が
少
し
ず
つ
取
り
除
か
れ
、

沈
ん
で
い
く
心
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
く
る
の

だ
そ
う
で
す
。「
立
ち
直
る
力
」
は
創
造
的
で
豊

か
な
時
間
を
導
い
て
く
れ
る
し
な
や
か
さ
や
適
応

し
て
い
く
力
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
「
立
ち
直
る
力
」
は

だ
れ
に
で
も
備
わ
っ
て
い
て
、
十
分
に
蓄
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
一
人
一
人
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
力
を
発
揮

し
て
い
く
に
は
｜

＊
今
い
る
状
況
に　

良
さ
を
見
い
だ
す
こ
と

＊
よ
い
こ
と
を　

十
分
に
味
わ
う
こ
と

＊
好
き
な
こ
と
に　

夢
中
に
な
る
こ
と

＊
将
来
を　

夢
見
る
こ
と

＊
自
分
の
強
み
を　

活
か
す
こ
と

＊�

他
者
と
の
絆
（
尊
重
・
支
援
・
信
頼
等
）
を

つ
く
る
こ
と

そ
し
て
、『
自
分
へ
の
自
信
を
も
つ
こ
と
』
で
す
。

　

Resilience　
「
立
ち
直
る
力
」

み
ん
な
さ
ん
の
中
に
あ
る
大
切
な
力
な
の
で
す
。

今
年
も
、
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
歩
み
ま
し
ょ
う
。

和
敬
会
の
皆
さ
ん
へ

立
ち
直
る
力

�

―
―
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
―
―

学
校
法
人　

鎌
倉
女
子
大
学

和
敬
会　

会
長

福
井
　
一
光

理
事
長

学
　
長

金
子
　
小
夜
美



3

　

こ
の
度
は
和
敬
会
だ
よ
り
を
頂
き
、
と
て
も
嬉

し
く
、
懐
か
し
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
の
仕
事
と
い
う
か
、
出
来
る
事
と
言
っ
た
ら

「
な
ぎ
な
た
」
を
振
る
う
事
し
か
無
い
の
で
す
が
、

終
戦
に
な
っ
て
、武
道
が
出
来
な
く
な
っ
た
為
に
、

私
の
生
き
甲
斐
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
わ
び
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
時
に
救
っ
て
頂
い
た
の

が
松
本
尚
先
生
で
し
た
。

「
堤
さ
ん
！　

う
ち
の
生
徒
に
薙
刀
を
教
え
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。
強
く
な
ら
な
く
て
も
良
い
か

ら
、
人
に
接
す
る
と
き
の
礼
儀
、
挨
拶
の
仕
方
を

指
導
し
て
欲
し
い
の
で
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

下
さ
り
、
始
め
た
の
で
す
。

　

本
当
に
あ
の
頃
（
終
戦
後
）
は
何
処
の
中
学
生

で
も
、
礼
儀
と
い
う
事
が
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
様
で
す
ね
。
お
か
げ
で
な
ぎ
な
た
を
覚
え
て
、

挨
拶
の
仕
方
を
心
得
る
後
輩
が
大
勢
出
来
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
招
待
さ
れ
て
、
大
学
生
３

人
を
連
れ
て
南
フ
ラ
ン
ス
を
二
週
間
、
な
ぎ
な
た

を
振
っ
て
見
せ
た
こ
と
は　

誠
に
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

永
い
人
生
の
大
半
を
な
ぎ
な
た
に
打
ち
込
ん
で

き
た
私
で
す
が
、
最
近
は
足
を
痛
め
て
充
分
に
な

ぎ
な
た
を
振
れ
ま
せ
ん
が
、
未
だ
に
中
学
校
や
多

摩
市
の
武
道
館
で
稽
古
に
来
ら
れ
る
人
達
を
相
手

に
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
と
か
生
き
甲
斐
有
る
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

九
十
二
歳
の
年
齢
を
迎
え
ま
し
た
。

　

な
ぎ
な
た
に
感
謝
し
つ
つ
、
余
生
を
送
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

�　

突
然
の
原
稿
依
頼
に
快
諾
下
さ
っ
た
堤
先
生
に

感
謝
し
ま
す
。
和
敬
会
会
員
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

四
月
十
九
日
発
刊
の
「
和
敬
会
だ
よ
り
」
の
校
正
・

最
終
打
ち
合
わ
せ
を
済
ま
せ
、
担
当
の
渡
辺
和
恵

さ
ん
（
大
学
家
政
学
部
卒
）
も
印
刷
依
頼
の
業
者

の
方
も
帰
ら
れ
、私
は
一
人　

松
本
講
堂
横
の「
松

本
生
太
記
念
学
舎
」
内
の
「
和
敬
会
事
務
室
」
に

お
り
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
と
し
た　

間
も
な
く

　

大
き
な
揺
れ

　

木
造
建
築
の
天
井
が
ギ
シ
ギ
シ
と
き
し
み
、「
倒

壊
す
る
の
か
な
」
と
思
い
、
手
早
く
資
料
等
を
片

付
け
、
外
に
出
ま
し
た
。

　

足
元
が
揺
れ
、
建
物
が
き
し
む
音

　

地
面
が　

揺
れ
る

　

は
じ
め
て
体
験
し
ま
し
た
。

建
物
が
崩
れ
る
の
か
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

幸
い
校
舎
・
学
校
の
施
設
等
に
は
支
障
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
「
学
園
の
杜
」
に
建
て
ら
れ
て
い

る
学
祖　

松
本　

生
太
先
生
の
座
右
銘
「
一
日
一

善
」
と
、
先
生
が
教
育
の
道
に
進
ま
れ
る
と
き
、

学
祖
の
令
夫
人
・
校
歌
の
作
詞
者
で
も
あ
ら
れ
る

千
枝
子
先
生
が
お
く
ら
れ
た
と
い
う
「
を
と
め
ら

を　

お
し
ふ
る
と
い
ふ　

お
お
き
わ
ざ　

い
の
ち

を
か
け
て
な
さ
し
め
た
ま
へ
」
の
お
歌
の
刻
ま
れ

た
石
碑
の
礎
石
が
ほ
ん
の
少
々
揺
ら
い
だ
程
度
と

庭
園
の
石
灯
籠
が
崩
れ
た
だ
け
で
な
ん
の
支
障
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
一
日
一
善
」
の
塔
は
、
庭
園
の
や
や
中
ほ
ど

に
移
し
て
安
置
さ
れ
、
学
生
・
生
徒
児
童
た
ち
を

見
守
り
、
日
々
学
び
の
道
を
し
め
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

毎
年
学
園
の
創
立
記
念
日
の
四
月
十
九
日
発
刊

皆
様
の
お
手
許
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す

　

和
敬
会
だ
よ
り

そ
の
数　

二
〇
一
一
年
は
二
八
、
七
一
八
通

　

震
災
の
被
害
地
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
も
避
難

先
ま
で
配
達
し
て
下
さ
っ
た
所
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
毎
年
一
千
余
通
が
「
配
達
不
能
」
の
付
箋

が
は
ら
れ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。

毎
年
創
立
記
念
日
の
四
月
十
九
日
付
で
発
送
し
、

ホ
ッ
と
し
て
い
る
間
も
な
く
戻
っ
て
く
る
郵
便
物

の
山
に
ガ
ッ
カ
リ
し
、た
め
息
を
つ
い
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
云
　々

と
や
ら
で
転
居
さ
れ
る
と
な
か

な
か
新
住
所
に
お
届
け
出
来
が
た
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
、空
し
く
一
千
余
通
を
廃
棄
の
状
況
で
す
。

住
所
変
更
の
際
、ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

〒
２
４
７
―
８
５
１
１

　

鎌
倉
市
岩
瀬
一
四
二
〇

　
鎌
倉
女
子
大
学
内
　
　
和
敬
会
宛
　

92
歳

　
な
ぎ
な
た
に
感
謝

会
館
の
窓
か
ら堤

　
　
敏
子

菅
原
　
憲
子

和
敬
会
事
務
局
長
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家庭科クラブ
　家庭科クラブは、調理をしたり、小物を作ったりなどのモノ
づくりを通して異学年間の交流を深めています。月１回という
非常に限られた回数の中での活動ですが、やる気に満ちた部員
が集まるクラブ活動の時間は、大変活気に満ち溢れています。
　これまでに、パフェ、あんみつ、ナップザックを作りました。
今後もいろいろなモノ作りに挑戦していく初等部家庭科クラブ
の活躍をご期待ください。

なぎなたクラブ
　初等部なぎなたクラブは毎週木曜日の放課後に練
習をしています。２年生から６年生まで、寒い冬も
暑い夏も皆で声をかけ合い、力を合わせて一生懸命
頑張っています。
　夏には日本武道館で行われる全日本少年少女なぎ
なた錬成大会があります。６年生の最後の大きな大
会として毎年上位進出を目指しています。その他に
も神奈川や鎌倉での大会、昇級を目指すなぎなた審
査会などに毎年参加しています。これからも日々の
練習で心と体を鍛え、大会で力を発揮していけたら
と思っています。

バスケットボール部� �
マネージャー　佐藤　恵理さん
　関東大学女子バスケット連盟と神奈川学生バスケットボール連盟があり、
関東では３部リーグ、神奈川では１部リーグに所属しています。それぞれに
春季・秋季の大会があり、順位を上げることを目標に日々練習に励んでいます。
　試合以外には、子どもたちと関わることを目的にボランティアをしていま
す。昨年冬には、鎌倉市の体育館をお借りして私たちが考案した遊びを子ど
もたちに提供し、楽しみながら子どもとふれあう機会を持ちました。

初 等 部

短大・大学

　学友会は、学生により自
主的に運営されている課外
活動です。現在、スポーツ・
文化・教育・芸術分野の29
のサークルが活動を展開し
ています。学部や学科を超
えて同好の学生が結集し和
やかな雰囲気の中、学内の
みならず地域社会でも積極
的に活動しています。
　成果発表の場のひとつで
ある「第17回みどり祭」（平
成23年11月12日、13日開催）
で、3サークルの代表に話
を伺いました。想像以上の
活動の幅広さや熱意を感じ
るとともに、先輩から受け
継がれた伝統と愛情が伝
わってきました。
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コーラス部
　コーラス部は、数年ぶりにＮＨＫコンクールに出場しました。本番の
数日前には、学園主・松本紀子先生が直々に激励と発声指導をしてくだ
さり、意気ごみが一層高まりました。心をひとつにして歌うことによっ
て多くの感動を伝えようと、今日も歌声を響かせています。

弓 道 部
　平成16年校舎リニューアル
にともない、弓道場「至藝館」
が完成しました。
　素晴らしい環境のもと、心の
成長と技の向上を目指して稽古
に励んでいます。一昨年、昨年、
今年と３年連続でインターハイ
に出場しました。

児童文化部　安田　亜弥子さん
　小学校や養護学校に定期的に伺い、人形劇や読み聞かせ
をしています。小学校では昼休みに図書館に来る子どもと
も関わっています。また、定期的な訪問以外にも、学生セ
ンターを通しての依頼で活動することもあります。
　楽しいことは定期的に学校に伺うことで、今日はこんな
ことを話した、次はこういうことを話したいと、継続的に
子どもとのふれあいをもつことができることです。子ども
が私たちの顔を覚えてくれることがうれしく、励みとなり、
どんどんと意欲が湧いてきます。シルフィードアンサンブル� �

主将　喜多　埜菜美さん
　みんなが揃う時間に、定期コンサートに向けての練習を
しています。
　定期コンサートは、みどり祭での公演のほか、コミュニ
ティモールで開催する木曜コンサートで演奏しています。
また、逗子小学校ふれあいスクールから毎年２月にコン
サートの依頼があります。
　フルート、クラリネット、ハープが基本になりますが、
ピアノを加えることで演奏に厚みを出しています。

中・高等部
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― 地 方 支 部 ―

北 海 道 支 部

東北支部（準備中）　　　　　　　　　　　　　　和敬会事務局までご連絡ください

信 越 支 部

北 陸 支 部

東 海 支 部　　　　　　　　　　　　　　和敬会事務局までご連絡ください 

関 西 支 部

九 州 支 部

沖縄支部（準備中） 設立準備
代 表 者
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地方支部年間計画書

九 州 支 部 支部和敬会開催予定
支部だより発行

中国・四国支部 定例親睦会（11月予定）

北 海 道 支 部
名簿整理
各ブロックの調整
支部会開催

北 陸 支 部
各県（富山・石川・福井）代表により
役員会及び運営委員会支部
総会親睦会

信 越 支 部 幹事会支部総会（24年11月予定）

関 西 支 部 支部会開催予定

以上収支決算について公正、妥当であると認め、
相違ないことを報告いたします。
� 平成23年12月20日

監事

平成22年度　和敬会収支決算書
収入の部

費　目 金　額

同 窓 会 費 8,413,000

預 金 利 子 563,038

雑 収 入 4,900

前年度繰越金 7,888,817

合　計 16,869,755

支出の部

費　目 金　額

事業費
和敬会便り出版費 3,759,591

和敬会総会経費 684,323

事 務 費 222,000

通信・連絡費 39,153

設備・備品費 31,590

消 耗 品 費 108,970

運 営 費 419,720

慶 弔 費 31,810

そ の 他 20,179

合 計 5,317,336

繰 越 金 11,552,419

合　計 16,869,755

　皆様の会館ですので、ご利用なさる際は
　ご相談に応じます。
●曜　日　�月曜日～金曜日（土・日についてもご希望の

際は、ご相談下さい）
●時　間　午前10時～午後４時
●料　金　1人100円（当日徴収させて頂きます）
●食　事　持ち込み可能です。
●申し込み方法　日時、人数、代表者氏名、住所、電話
番号を記載の上、葉書にて下記へお申し込み下さい。
〒247─8511　鎌倉市岩瀬1420　鎌倉女子大学　和敬会

※おねがい…�電話での申し込み、問い合わせは間違いが
おこりやすいので文書でお願いいたします。

和敬会会館ご利用について

訃
　
報

　

平
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よ
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ら
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通
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。
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　各支部とも、同窓会を開きたいと考えています。
名簿を作成したいので、是非各部長まで、ご連絡く
ださい。

支部長からのお願い



第17回鎌倉女子大学学園祭

鎌倉女子大学
大学院 短期大学部

〒247-8512　鎌倉市大船6丁目1番3号　TEL.0467-44-2111（代表） JR「大船駅」下車、徒歩8分

高 等 部 中 等 部
〒247-8511　鎌倉市岩瀬1420　TEL.0467-44-2200（代表） JR「大船駅」下車、バス約10分

幼 稚 部初 等 部

大船キャンパス

岩瀬キャンパス

大学　家政学部　児童学部　教育学部

大船キャンパス　11月12日㈯・13日㈰
岩瀬キャンパス　11月５日㈯・６日㈰




